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戦

後
の

サ

ラ

ワ

ク

に

お

け
る

人
類

学
と

ア

ダ
ッ

ト

t
　
佐

美

菜

実

　
本

研

究
は

ボ

ル

ネ
オ

島
サ
ラ

ワ

ク

に

お
い

て

活
躍
し
た

人

類
学

者
ト

ム
・

ハ

リ
ソ

ン

に

着
目
し、

当
時
の

状
況
と

照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら

彼
の

ア

ダ
ッ

ト
に

関
す
る

記
述
を

分
析

す
る
も
の

で

あ
る

。

　
ア

ダ
ッ

ト

と
は

、

東
南
ア

ジ
ア

諸
地
域
に

お

い

て

慣
習
を

指
す
言

葉
で

あ
る

。

現
在

、

サ
ラ

ワ

ク
は

マ

レ

ー

シ

ア

の
一

州
と
な
っ

て

い

る

が
、

卜

九

世
紀
半
ば

イ

ギ
リ
ス

人
冒
険
家
ジ
ェ

ー

ム

ズ
・

ブ
ル

ッ

ク

が

ブ

ル

ネ
イ

王
朝
よ

り
譲
り

受
け
た
こ

と

に

よ

り、

第
二

次
世
界
大
戦
ま
で

ブ
ル

ッ

ク

家
統
治
が

続
い

て

い

た
。

戦
後、

サ
ラ

ワ

ク

は
イ
ギ

リ
ス

直
轄
の

植
民
地

と
な
り

、

こ

の

時
期
よ

り
ハ

リ

ソ

ン

は

サ
ラ

ワ

ク
博
物
館
館
長

及
び

政
府

民

族
学
者
と
し

て

当
該
地
に

大
き
な
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と

と
な
る

の

で

あ

っ

た
。

　
ハ

リ
ソ

ン

は
一

九

＝

年
に

イ

ギ

リ

ス

人
の

両
親
の

間
に

生
ま
れ

る
。

学
歴
と

し
て

は

ケ
ン

ブ
リ
ッ

ジ

大
学
に

入
学
す
る

も
一

年
で

退

学
し
、

そ

の

後、

彼
は

大
学
に

所
属
し
て

人
類
学
の

ス

キ
ル

を
学
ぶ

と

い

う
経
験
を

も
た
な
か
っ

た
。

一

九
三
二

年
に

オ
ッ

ク
ス

フ

ォ

ー

ド
大
学

探
検

部
に

加

わ
っ

て

初
め

て

サ
ラ

ワ

ク

を
訪

れ、

そ
こ

で

先
住

民
た

ち
の

「

伝

統
的

な
」

暮
ら

し

ぶ

り
に
憧
れ

を
抱

く
よ

う
に

な
る

。

第
二

次
世

界
大
戦
中
に

は
、

イ

ギ

リ
ス

軍
の

偵
察
隊
と

し
て

日
本
軍
に

占

領
さ

れ

て

い

た
ボ

ル

ネ

オ

島
に

パ

ラ

シ

ュ

ー
ト
で

上
陸、

山
間
部
に

暮
ら

す
民
族
ク

ラ
ビ
ッ

ト

を

中
心
に

ゲ
リ
ラ

部

隊
を
組
織、

日
木
軍
と

戦
わ

せ

た
。

こ

う
し
た

ク
ラ
ビ

ッ

ト
と

の

生
活
を
通
し

て
、

ハ

リ
ソ

ン

は

ク

ラ

ビ
ッ

ト

に
対
す
る
情
愛
の

念
を
抱
く
よ

う
に

な
っ

た
の

で

あ
る

。

戦
後

、

サ

ラ

ワ

ク

で

の

就
職
を

熱

望
し
て

い

た
ハ

リ
ソ

ン

は、

サ
ラ

ワ

ク
博
物
館
館
長
及
び

政
府
民
族
学
と

な

る

こ

と
が
で

き
た

。

彼
は

、

博
物
館
の

再
建
や
ク

ラ

ビ
ッ

ト
研
究
と
い

つ

た

人

類
学
者
と
し

て

の

職
務
ば
か

り
で

は

な
く、

様
々

な
サ
ラ
ワ

ク
行

政
に

関
わ
る

責
務
も

担
当
し

て

お
り、

行
政
官
と

し
て

の

役
割
も
十
分
に

担
っ

て

い

た
。

そ
う
し
た
な
か
、

新
任
の

行
政

官
ア

ー

デ

ン

・

ク
ラ

ー
ク

の

提
案
に
よ

り、

経
済
政
策
の

た
め

の

人
類
学

調
査
が

決
定
す
る

。

こ

の

任
務
に

就
い

た

の

は
植

民
地
社
会

科
学
委
員
会
よ

り

要
請
さ
れ

た

人
類
学

者
エ

ド

マ

ン

ド
・

リ

ー

チ
で

あ
っ

た
。

リ

ー

チ
は

、

民
族
別
に

経
済
活
動

や

社
会
組

織
を
中
心
に

調
査
し
、

よ

り
詳
細
な

調
査
を
い

く
つ

か

提

案
し

て

報
告
書
を

作
成
し

た
。

リ

ー

チ

は

あ
く
ま
で

も
植
民
地
政
策
に

実
用
的

な
人
類
学
調
査
を

目
的
と

し
て

い

た

の

で

あ
る

。

彼
は

ハ

リ

ソ

ン

に

対
し

て

も、

ク

ラ

ビ

ッ

ト
を

対
象
と

し
た
経

済
活

動
に

主
眼
を

置
く

調
査
を

促

し
た

。

し
か
し、

ハ

リ

ソ

ン

は
リ
ー

チ
の

進

言
を
聞
き

入
れ

ず
、

も
つ

ば

ら
博
物
館
の

展

示
の

た

め
の

動
植

物
標
本
の

収
集
や、

ク

ラ

ビ
ッ

ト

文
化

の

デ

ー

タ

収
集
に

没
頭
し
て

い

た
。

こ

の

よ

う
な

緊
張
関
係
に

あ
っ

た

両

者
だ
っ

た
が

、

結
局
の

と
こ

ろ
、

リ
ー

チ
と

彼
を
引
き

継
い

だ

入
類
学
者

の

調
査
は

サ

ラ

ワ

ク

行
政
に

活
か

さ
れ
る
こ

と

は

な
か

っ

た
。

　

そ
の

背
景
に

は

プ

ル

ッ

ク

家
時
代
か
ら
の

古
参
の

行
政

官
と
、

人
手

不

足
で

補
充
さ
れ
て

き
た

新
入
り
の

行
政
官
と

の

問
に

生

じ
た

、

方
針
な
ど

の

違
い

に

よ

る

不
和
が
あ
っ

た
。

後
者
の

多
く
は

、

ア

フ

リ

カ

で

行
政

官

を

務
め

て

き
た
者
た
ち
で
、

先
の

ク

ラ

ー

ク
も
ま
た

そ
の

ひ

と

り
で

あ
っ

た
。

　

ハ

リ

ソ

ン

の

調
査

方
針
は
、

先
住
民
の

生

活
様
式
全

体
を
描
く
た

め

に

詳
細
な

デ

ー

タ

収
集
を
重

視
す
る
も
の

で

あ
り、

彼
は

ア

ダ
ッ

ト
が
経
済
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活
動
な
ど
の

生

活
の

諸
側

面
に

カ

テ

ゴ

ラ

イ
ズ
で

き
な
い

こ

と
を

強
調
す

る
。

そ
の

た
め

、

彼
は
キ
リ

ス

ト

教
宣
教
に

よ

り
先
住

民
の

生

活
が

変
化

し
、

そ
れ
に

伴
い

ア

ダ
ッ

ト
が

消
失

す
る

こ

と
を
危
惧
し
て

い

た
。

一

方

リ

ー

チ

は
、

ア
ダ

ッ

ト
に

関
し

て

信

仰
や

儀
礼
に

は

そ
れ

ほ
ど

注
目

せ

ず、

植
民
地
政
策
へ

の

経
済
的
効
果
に

重
き
を
お
い

た

視
点
が

う
か

が
え

る

の

で

あ
っ

た
。

し

か

し
な
が

ら、

ハ

リ
ソ

ン

は
、

ア

ダ

ッ

ト

の

中
に

も

良
い

も
の

悪
い

も
の

が

あ
る

と

考
え
て

お

り、

ア

ダ

ッ

ト

の

保

存
と

消
失

に
対
し
て

は
、

ジ
レ

ン

マ

を
抱
え
て

い

る

こ

と
も
ま
た

う
か
が
え
る

の

で

あ
っ

た
。

タ

イ

上

座
仏
教
と

行
政
事
業

矢

　
野

　
秀
　
武

　
一
　

は
じ

め
に

　

本
発
表
で

は
、

中
心
的
事

例
と
し

て

タ

イ

教
育
省
の

事
業
で

あ
る

仏
教

式
学
校
事
業

、

そ
の

比
較
事
例
と
し
て

他
の

省
庁
が

行
っ

て

い

る

宗
教
関

連
事
業
に

言
及
す
る

。

本
校
の

目
的
は
こ

れ
ら
の

事
例
を

官
制
仏
教
と

い

う
視

点
か

ら

と
ら
え
、

サ
ン

ガ

の

仏
教
や

民
衆
の

仏

教
と
は

異
な

る
タ

イ

プ
の

仏
教
が

タ

イ
に

存
在
し

て

い

る
こ

と
を

示
す
こ

と
に

あ
る

。

　
二

　

仏
教

式
学
校
事
業
（
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
）

仏
教
式
学

校
（
即

8
αq

忌
冨

三
叶

匿

9
邑
タ

イ
教
育

省
基
礎

教
育

委

員
会
事
務
局
内
の

教
育
運
営
イ
ノ

ベ

ー
シ

ョ

ン

開
発
課
が
担
当
す
る
事
業

で
、

二

〇

〇

二

年
｝

二

月
二

五

日
に

始
ま
り

今
日
ま
で

続
い

て
い

る
。

二

〇

〇

六

年
時
点
で

全

国
三

万
二

四
］
］

の

小

中
高

校
の

六一
二

二

％

が

こ

の

事
業
に

参

加
し

て

い

る
。

事
業
企

画
運

営
の

中
心
を
担
っ

た

人

物
と
し

て

は
、

思
想
面
で

は
、

現

代
タ

イ
を
代
表
す
る

学
僧
パ

ユ

ッ

ト
ー

師
、

手

法
の

面
で

は
、

仏
教

式
の

ホ

リ

ス

テ

ィ

ッ

ク
教
育
を
行
っ

て

き
た
私
立
幼

稚
園、

コ

ー

デ

ィ

ネ
ー

タ

r
と

し
て

は
、

教
育
行
政
官
僚
と

仏
教
大
学
の

学
僧
な
ど
が

あ
げ
ら

れ
る

。

　

仏
教
式
学
校
と
は
、

内
容
に

即
し

て

意
訳
す
れ
ば

「

仏

教
原
理
に

基
づ

く
学
校
」 、
「

仏

教
理

念
に

基
づ

く

教
育
運

営
」

と
い

え
る

も
の

で

あ
り、

学
校
で

仏
教
を

教
え
る

の

で

は

な

く
、

学
内
に

と
ど

ま
ら
ず
家

庭
や

地
域

社
会
や

寺
院
も

学
習
・

教
育
の

場
と
と

ら
え、

様
々

な
教

科
教

育
・

生

活

実
践
に

戒
定
慧
の

三

学
を
応
用
す
る、

仏
教
的
な
ポ

リ
ス一
7
ー

イ

ッ

ク

教
育

で

あ
る

、

　

具
体
的
に

は
、

給
食
な
ど

に

お
け
る

食
育
を

戒
定
慧
に

即
し
て

実
践
す

る

こ

と
、

村
の

生

活
向
上

に

つ

な
が

る

活
動
を

社
会
科
授
業
で

行
い

、

村

人
の

伝
統
に

あ
る

戒
の

実
践
を

学
び、

慈
悲
と

智
慧
の

実
践
に

つ

な

げ
る

と
い

っ

た
こ

と
な
ど
も
な
さ
れ

て

い

る
。

た
だ
し

、

名
目
的
な

参
加
に

と

ど
ま
る

学
校
も
多
く

、

タ
イ
の

学
校
で

以
前
か
ら
一

般
に

行
わ
れ
て

い

る

瞑
想
や

読
経
を
行
う
程
度
も
ケ
ー

ス

も
多
い

。

　

こ

の

よ

う
な

行
政
事
業
が
展
開
さ

れ
た

背
景
に

は
、

一

九

九
七

年
の

通

貨
危
機
の

経
験
か

ら
、

グ
ロ

ー

バ

ル

化
に

対
応
し

た
人

材
育
成
を

重
視
す

る

教
育

改
革
が

行
わ

れ
た

こ

と
と

、

こ

の

教

育
改
革
に

対
し
て
、

知
識
偏

重
や

仏
教
を
軽

視
す
る

傾
向
が

あ
る

と
反
対
意

見
が
出
て

き
た
こ

と
が

あ

る
。

　
三

　
遠
景

　
他
省
庁
の

宗
教
関
連
事
業

　
こ

の

よ

う
な
宗
教
関
係
の

行
政
事
業
は
、

他
の

省
庁
で

も
多
様
な
形
で

行
わ
れ

て

い

る
。

宗
教
関
連
事
業
を

中
心
に

行
っ

て

い

る

の

は
、

国
家
仏

教

庁
と

文
化

省
宗
教

局
で

あ
る

が
、

前
者
は
二

八

事
業
（

二

〇

〇

五

年
）

、
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